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今
年
度

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は

「
持
続
可
能
な
組
織
を

目
指
し
て
」
と

い
う
テ
ー

マ
の
も
と
行

い
ま
し
た
。

全
会
員
向
け
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
、
多
数

の
有

意
義
な
ご
意
見
を
得
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織

の
有

用
性
は
認
識
さ
れ
て
い
る

一
方

で
、
現
行

の
課
題

や
不
満
も
浮
か
び
上
が

っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
Ｐ

Ｔ
Ａ
組
織

で
な
け
れ
ば
で
き
な

い
の
か
、
独
自

の

保
護
者
会
活
動
と
し
て
も
問
題
な

い
の
で
は
な

い

か
と
も
感
じ
ま
す
。

子
ど
も
達
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
り

つ
つ
あ
り
、
少
子
化
に
よ
る
学
校

の
統
廃
合
、
教

師

の
働
き
方
改
革
等
、
我

々
保
護
者

の
期
待
に
応

え
る
た
め
に
も
、
新
し

い
形
態

の
協
力
体
制
を
模

索
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
持
続
可
能
な
組

織
を
目
指
す
た
め
に
は
、
今
ま

で
の
や
り
方
に
と

ら
わ
れ
ず
、
新
し

い
ア
イ
デ
イ
ア
や
協
力
形
態
を

取
り
入
れ
て
い
く
姿
勢
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
今
後

も
議
論
や
検
討
を
通
じ
て
、
よ
り
良

い
教
育
環
境

を
構
築
す
る
た
め
の
方
針
を
確
立
し
て
い
く
こ
と

が
、
子
ど
も
達

の
未
来

へ
の
貢
献

に

つ
な
が
る
の

で
は
と
思

い
ま
す
。



令和6年 3月 15日 ②

悩むことや迷うこと、たくさんあ
るかもしれませんが、自分の選択に

自信をもって前へ進んではしいと

願っています。家族はもちろんです
が、先生方もみんなをずっと応援し

ています。周囲の方への感謝を忘れ

ず、幸せな人生を !大人になったみ

んなと語れる日を楽しみにしてい

ます。

3組担任 黒田美和子

高畠中 PTA広学F話

ご卒業おめでとうございます。こ

れまでの経験、仲間との思い出は君

たちの宝です。それを大事に進んで

いってください。これからの人生は

新しい出会いでいっばいです。そん

な夢が広がる世界で「最高の思い

出」をまたつくっていってください。

いつか君たちと一緒に笑いながら

思い出を語れる日を楽 しみに待っ

てます。本当にありがとう。

4組担任 刀ヽ野 寛生

ご卒業おめで とうございます。

これから皆さんの進む道は決 して

平坦な道ばかりではなく、さまざま

な試練が待ち受けているかもしれ

ません。しかし、悩み苦 しんだ分だ

け、はつきりと自分の進むべき道が

見えてくる時が来ると思います。あ

なたのためを思い、あえて厳 しいこ

とを言ってくれる人を大切にして

ください。応援しています。

5組担任 中川 由佳

ご卒業おめで とうございます。

経験したこと全てが1可 かの形で、今

後の人生に必ずつながってきます。

それは1か月後かもしれないし、ず

っと後かもしれません。幸せな日々

も後悔の日々もそれは、前に進むた

めの宝物です。経験が人を強 くし、

強いからこそ人に優 しくもできま

す。成長期の大切な 1年間に携わる

ことができ感謝 しています。

6組担任 愛澤奈々

三
空

組

井
上
　
敢
太

一
組
は
、
友
達
と
話
し
た
り
、

ふ
ざ
け
た
り
、
笑

っ
た
り
、
何
気

な
い
毎
日
が
と
て
も
明
る
く
楽
し

く
感
じ
ら
れ
る
ク
ラ
ス
で
す
。
そ

し
て
、
ど
こ
に
も
負
け
な
い
仲
の

良
さ
で
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
や
体
育

祭
な
ど
の
行
事
で
賞
を
取
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
行
事
で
の
賞
も
、

そ
こ
ま
で
の
過
程
も
普
通
の
生
活

も
自
分
に
と

っ
て
す
ご
く
大
切
な

思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

み
ん
な
に
出
会
え
た
こ
と
、　
一

緒
に
過
ご
し
た
時
間
は
大
事
な
宝

物
で
す
。
二
年
間
本
当
に
あ
り
が

と
う
。
最
一局
の
ク
ラ
ス
で
し
た
。

ま
た
元
気
で
会
お
う
Ｈ

自分で選んだ道は険しいかもし

れません。難 しいかもしれません。

大変かもしれません。でも、自分で

選んだからには前に進まなくては

なりません。進んだ後には道がで

きています。振 り返つてみて素敵

な道になりますように祈っています。

ご卒業おめでとうございます。

かがやきB担任 木村 敦子

ご卒業おめで とうございます。

一年生から一緒に寄り添う中で、一人

ひとりたくましく成長されてきたと

思います。美術の授業では、思いの

込められた作品を制作し、熱心に授

業を受けてくれて、私自身とても楽し

く幸せな時間でした。これから自分の

夢の実現に向かって、さらに大きく

はばたいてください。皆さんの活躍

を心より応援しています。

かがやきAオ旦イ壬 '中 津達也

もだちだけでなく同級生を大切に。

どかで自然豊かな高畠町を愛し、

やからお世話になったこと忘れないで。

ぞくにもお世話になりましたね。

くしゅうは人生を豊かにしますH

なんを乗り越える強さと

がわくは、真の優しさを持ってほしい。

一、あ !皆さんに出会えて良かった。

3学年副担任 和久井 豊

皆さんの心の中には、「希望」とい

う木の芽が息づいていることと思

います。「卒業」という節日は、大き

な木になるための、みなさんの「決

意」でもあります。今まで育ててい

ただいた家族、共に学んだ仲間への

思いを忘れず、新たな挑戦に向かっ

て頑張ってくださいね。ご卒業、誠

におめでとうございます。

3学年副担任 渡邊 正道

三
各

一組

小
野
め
ぐ
り

ど
ん
な
と
き
で
も

マ
イ
ペ
ー
ス

で
に
ぎ
や
か
。
そ
こ
が
欠
点
な
と

こ
ろ
で
も
あ
る
け
ど
、

い
ざ
と
な

っ
た
時
に
は

一
致
団
結

で
き

て
盛

り
上
げ
ら
れ
る
最
高

の
二
組
。
こ

の
力
を
最
大
限
に
活
か
せ
た

の
は

合

唱

コ
ン
ク
ー

ル
だ
と

思

い
ま

す
。
学
校
賞
と
最
優
秀
賞
を
獲
得

し
、
日
標

の
二
連
覇
を
達
成

で
き

た

こ
と
は
大
切
な
思

い
出

で
す
。

こ
れ
か
ら
先
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
に

別
れ
て
も
持
ち
前

の
ノ
リ
と
勢

い

で
乗
り
越
え

て

い
き
ま
し

ょ
う
。

そ
し
て
、
更
に
成
長
し
大
人
に
な

っ
た
姿

で
再
会
し
ま
し
ょ
う
。
楽

し

い
二
年
間
で
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

〓
Ξ
二組

高
橋
　
穏
空

気
炎
万
丈
。
体
育
祭
で
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
が
ぴ

つ
た
り
な
ク
ラ
ス
だ

っ
た

な
と
思

い
ま
す
。
こ
の
二
年
間
行
事

な
ど
で
は
燃
え
に
燃
え
ま
し
た
。
合

唱

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
二
年
連
続
優
秀

賞
、
体
育
祭
で
は
応
援
団
結
賞
と
様
々

な
行
事
を
助
け
合

い
、
乗
り
越
え
て

き
ま
し
た
。
い
つ
も
場
を
和
ま
せ
て

く
れ
る
人
、
人
を
ま
と
め
る
の
が
上

手
な
人
、
裏
方
で
み
ん
な
を
支
え
て

く
れ
る
人
な
ど
個
性
が
あ
ふ
れ
か
え

る
三
組
が
大
好
き
で
す
。
黒
田
先
生
、

高
谷
先
生
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

元
気
な
姿
で
ま
た
い
つ
か
会
お
う
ね
Ｈ

最
高
の
青
春
を
あ
り
が
と
う
。



みなさんの人生は未来に向かって

います。笑顔の毎日ばかりではない

かもしれませんが、自らの手で、幸せ

になるための道を切り拓いていって

ください。

3学年主任 殿岡宮美

「人生はネタ探 し」。ネタとなるこ

とを探して挑戦 して、失敗しても笑

い話にして生きていけば人生はも

っと楽しい。大変なことがあっても

頑張れば、それは傷ではなく、自分

自身の味(魅力)1こ変わります。いつ

かどこかで会えたとき、お互いのネ

タを笑いながら話せたなら、これほ

ど幸せなことはありません。楽しみ

にしています。

1組担任 鈴木 聡

令和 6年 3月 15日  O

「真理は我らを自由にする」という

言葉があります。これからの人生で

思い悩んだ時、1可が本当なのか、何を

求めているのか、大切なことは何か、

真理は何か。ちょっと立ち止まって

考えて、行動してみましょう。

3学年副主任 高谷康之

ご卒業おめでとうございます。

皆さんの中学校 3年間に携われた

ことは、とても大切な思い出です。

ありがとう !こ れからの人生、自分

の気持ちと努力、環境次第でどうに

でもなれます !こ れまで出会った

仲間とこれからの出会いを大事に

過ごしてください。皆に幸あれ▼

またどこかで会えることを楽 しみ

にしています。

2組担任 島貫 姫夏

高畠申 PTA広報話

み 鶏 蒲 _一

三
年
四
組

大
浦
　
彩
佳

四
組
は
い
つ
も
明
る
く
て
笑
顔

が
絶
え
な

い
楽
し

い
ク
ラ
ス
で

す
。
今
年
度
の
体
育
祭
で
は
競
技

優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
四
組
の
長
所
で
あ
る
コ
剛

向
き
な
所

・
団
結
力
が
あ
る
所

・

、ず

っ
と
笑
顔
な
所
」
が
あ
る
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。

色

々
な
行
事
を
通
し
て
成
長

し
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
作
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

自
分
の
夢
に
向
か

っ
て
進
む
こ
と

に
な
り
ま
す
。
苦
し
い
こ
と
が
あ

っ
て
も
前
向
き
に
と
ら
え
て
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。
次
に
み
ん
な
で
会

う
時
が
楽
し
み
で
す
。
二
年
間
本

当
に
あ
り
が
と
う
。

』

三
年
五
組

鈴
木
　
結
愛

少
し
ず

つ
卒
業
が
近
づ
き
、
真

の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
過
ご
し
た
二

年
間
を
振
り
返
る
と
、
た
く
さ
ん

の
思

い
出
が
よ
み
が
え

っ
て
き

ま
す
。

初
め
て
ク
ラ
ス
全
員
で
戦

っ
た

体
育
祭
。
み
ん
な
で
創
り
上
げ
た

合
唱
。
い
る
い
る
な
人
の
優
し
さ

や
個
性
に
触
れ
た
修
学
旅
行
。
楽

し

い
こ
と
は
沢
山
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
分
お
互
い
に
ぶ
つ
か
る

こ
と
も
多
く
あ

っ
た
五
組
は
、
二

年
間
で
全
員
が
大
き
く
成
長
で
き

た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
お
互
い
の
夢
や
進

路
を
応
援
し
、
支
え
合
え
る
よ
う

な
存
在
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

〓
Ξ
八組

鈴
木
　
彩
夏

仲
間
の

一
言
で
ク
ラ
ス
が
笑
顔
に

包
ま
れ
る
温
か

い
雰
囲
気

の
六
組
。

個
々
の
良
さ
を
活
か
し
、
助
け
合

い

な
が
ら
沢
山
の
思

い
出
を
作

っ
て
き

ま
し
た
。
体
育
祭
の
二
人
三
脚
で
は

勝
負
強
さ
を
発
揮
し
、　
一
度
も
転
ば

ず
ゴ
ー
ル
ま
で
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

元
気
と
優
し
さ
が
あ
り
、
仲
間
を
信

頼
で
き
る
か
ら
こ
そ
、
六
組
の
三
十

二
人
は
全
力
で
進
ん
で
く
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

卒
業
後
も
、
自
分
の
道
を
そ
れ
ぞ

れ
力
強
く
進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

愛
澤
先
生
や
み
ん
な
の
お
か
げ
で
内

容
の
濃

い
、
充
実
し
た
二
年
間
で
し

た
。
今
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
。
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一写

生
代
表

小

笠

原

聖

悟

　

一
二

軍

生
代
表

高

橋

颯

冴

三
年
生
に
と

っ
て
三
学
期

は
と

て
も
大
切
な
時
期

で

す
。
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の

進
路
に
向
か

っ
て
努
力
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。
激
励
会
で

の

一
・
二
年
生
か
ら
の
心
の

こ
も

っ
た
素
敵
な
絵
馬
や
ビ

デ
オ
は
私
た
ち
の
背
中
を
大

き
く
押
し
て
く
れ
ま
し
た
。

卒
業
ま
で
残
り
わ
ず
か
と

な

っ
て
き
ま
し
た
が
、
私
た

ち
は
高
中
生
と
し
て
最
後
ま

で

一
・
二
年
生
の
手
本
と
な

れ
る
よ
う
過
ご
し
ま
す
。
応

援
し
て
く
だ
さ
る
方
々
の
エ

ー
ル
を
力
に
変
え
て
、
全
員

が
進
路
実
現
に
向
か

っ
て
全

力
で
頑
張

っ
て
い
き
ま
す
。

新
役
員
と
し

て
初
め

て

の
仕
事
で
し
た
。
新
た
な
試

み
と
し
て
、
下
級
生
に
よ
る

手
の
ア
ー
チ
を
、
花
吹
雪
の

中
、
三
年
生
に
く
ぐ

っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
三
年

生
と

一
・
二
年
生

が
近

い

位
置

で
応
援

で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
執
行
部
だ

け
で
な
く
、
絵
馬
づ
く
り
等

の
活
動
も
行
い
、
全
校
生
で

三
年
生

の
進
路
実
現
に
向

け
た
応
援
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
三
年
生
の
喜
ん

で
い
る
表
情
が
見
ら
れ
て
、

と
て
も
達
成
感
を
感
じ
ま

し
た
。
△
フ
後
も
、
学
校
全
体

が
楽
し
め
る
よ
う
に
頑
張

り
た
い
で
す
。

P

Ｊ
リ
エ
ー
ン
ョ
ン

一
学
年
副
部
長

鈴

木

［呂
裕

数
年
間
続
い
た
コ
ロ
ナ
も
よ
う
や

く
落
ち
着
き
を
見
せ
始
め
、
今
ま
で

で
き
な
か

っ
た
対
面
で
の
行
事
と
し

て
、
体
育
館
に
て
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

今
年
は
「ピ
ン
ポ
ン
玉
送
り
」
な
ど

三
種
目
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、
子
ど
も
チ
ー
ム
と
保
護
者
チ
ー

ム
で
点
数
を
競
い
ま
し
た
。
子
ど
も

達
が
と
て
も
元
気
に
楽
し
く
、
笑
顔

で
活
動
し
て
お
り
、
保
護
者
も
全
力

で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

中
学
校
に
入
る
と
、
こ
の
よ
う
な

機
会
が
減
る
の
で
、
と
て
も
有
意
義

で
貴
重
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
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質 1可

a

０
第
六
十
五
回

山
形
県
こ
ど
も
絵
画
展

●
第
六
十
三
回

南
陽
。高
畠
地
区

少
年
の
主
張
大
会

最
優

秀
　
小
林

恒
平

Ｃ
一年
一
組
）

●
令
和
五
年
度

東
置
賜
地
区

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

優

　
良
　
小
林
　
恒
平

全
二
年
一
組
）

小
笠
原
聖
悟

吉
田
名
菜
花

る
原

茅
原

横
山

今
井

齋
藤

佐
藤

阿
部

土
屋

美
月

全
一年
三
組
）

悠
瑛

全
一年
六
組
）

桜
貴

（
一年
六
組
）

蒼
人

（
一
年
五
組
）

（三
年
五
組
）

０

年

一
組
）

全

年
二
組
）

全

年

二
組
）

？
一年

一
組
）

全
一年
三
組
）

合
一年
四
組
）

全
一年
二
組
）

高
橋
李
亜
奈

全
一年
一
組
）

平
井
　
絵
空

全
二
年
四
組
）

０
「い
じ
め

・
非
行
を
な
く
そ
う
」

や
ま
が
た
県
民
運
動

「い
じ
め
防
止
」

標
語
コ
ン
ク
ー
ル

（置
賜
地
区
審
査
）

優

秀
賞
　
波
部
　
羽
泉
全
年
一一瓶
）

励 励

大
内

入 奨 奨

大
浦
　
ま
る

全
二
年
四
組
）

齊
藤
　
約
花

合
一年
一
組
）

森
谷
　
し
の
合
一年
二
組
）

●
令
和
五
年
度

防
犯
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
グ
ー
ル

優

秀
賞

島
田

　

梅

全
年
五
じ

●
町
環
境
保
全
ポ
ス
ダ
ー
コ
ン
ワ
ー
ル

最
優
秀
賞
　
と遅
藤
璃
姫
奈

全
一年
六
組
）

優

秀
賞

注遅
藤

嶺
乃

Ｃ
一年
六
組
）

平
吹
　
美
羽

全
二
年
四
組
）

佳
　

作
　
松
田
　
璃
奈

Ｃ
一年
一
組
）

鈴
木
　
苫７
花

全
二
年
五
組
）

手
塚
　
　
優

含
一年
七
組
）

０
第
二
十
五
回

ま
ほ
ろ
ば
百
景
絵
画
展

特
別
賞

高
畠
ワ
イ
ナ
リ
ー
賞

中
川
　
悠
平

全
一年
一一蘊
）

審
査
員
侍
別
賞樋

□
　
睦
輝

全
耳
五
組
）

高
畠
町
税
光
協
会
賞

中
川
　
お
石唯

合
一年
七
組
）

大
浦
　
ま
る

全
二年
四
組
）

石
原
　
栞
里

全
二
年
一
組
）

”Ｆ
藤
　
永
一し県
全
二
年
一
組
）

大
浦
　
　
楓

全
二
年
二（
組
）

竹
田
愛
華
里

全
二
年
六
組
）

小
野
佑
紀
斗

全
一年
六
組
）

全
一年
六
組
）

？

一年
六
組
）

Ｃ

一年
六
組
）

全

年

一
組
）

（
二
年
七
組
）

●
令
和
五
年
度

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

高
畠
町
入
選

る
原
　
栞
里

全
二年
一
組
）

佐
藤
　
楓
音

全
二年
五
組
）

菅
野
　
天
虹

合
一年
一
組
）

菅
野
　
幸
虹

全
一年
四
組
）

大
塚
　
莉
々

合
一年
五
組
）

森
谷
　
桜
迦

全
一年
七
組
）

●
山
形
呆
中
学
生
年
金
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

優

秀

賞
　
士
口
田
菜
々
花

全
二
年
四
組
）

●
ト
ン
ガ
リ
△
コ
ン
ペ

最
優
秀
蔓
　
森
谷
　
桜
迦

全
一年
七
組
）

優

秀
負
　
齋
藤
　
大
地

全
一年
七
組
）

優
良

賞

大
竹
　
琴
心

台
一年
六
組
）

小
野
佑
紀
斗

全
一年
工〈
組
）

山
田
　
皓
太

（
一
年
四
組
）

金 山
汗多
新
‖〕
社
rt

銀

舟高濱 高高
山橋 田橋橋

颯琉 紗 陽―
弥那 耶 音平

:∫く

一　
特

　

負

彪幸彩玲 栞
チ羽来花蘭 里

遠佐 近袋高波 新佐
藤藤 野地橋部 野藤

奈星  啓麗羽  愛
結来 櫻渡希泉 晨彩

Ｃ
一年
二
組
）

？
一年
四
組
）

全

一年

一
組
）

（
三
年
五
組
）

Ｃ
一年
二
組
）

含

一年

二
組
）

公
一年
囲
組
）

】舌重

“
与 〕

０
第
七
十
三
回

「社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

作
文
コ
ン
テ
ス
ト

（町
審
査
）

最
優
秀
賞
　
若
山
　
袖
葵

全
二
年
二
組
）

優

秀
賞
　
平
吹
　
美
羽

全
二年
四
組
）

星
　
　
悠
希

全
二
年
二
組
）

奨

励
賞
　
鈴
木

苫夕
花

Ｃ
一年
五
組
）

小
林
　
宏
聡

全
二
年
二
組
）

０
高
畠
町
町
民
憲
草

作
文
コ
ン
グ
ー
ル

（町
審
査
）

最
優

秀

一Ｐ
丸

真
依

盆
年
七
組
）

優

　

秀
　
原
田
　
９夭
明

全
一年
五
組
）

大
竹
　
琴
心

全
一年
六
組
）

住

　
作
　
白
石
　
彩
葉

全
一年
一
組
）

鈴
木
　
芽
衣

全
一年
七
組
）

遠
藤
　
奈
結

合
一年
二
組
）

内
山
千
咲
登

会
一年
四
組
）

鈴
木
さ
く
ら

全
一年
三
組
）

本
田
　
莉
音

舎
耳
一冠
）

市
川
美
優
香

今
一年
五
組
）

０
第
四
十
二
回

全
国
中
学
生

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
置
賜
地
区
大
会

奨

励
賞

安
達
　
小
雪

Ｃ
一年
五
組
）

佐
藤
　
楓
音

全
二年
五
組
）

波
邊
　
むヽ
絆

全
二
年
二
組
）

０
「い
じ
め

・
非
行
を
な
く
そ
う
」

や
ま
が
た
県
民
運
動

「い
じ
め
防
止
」

標
語
コ
ン
ク
ー
ル

（町
審
査
）
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魏
ぬ
一
耳

一
組

中
川
　
大
志

僕
は
、
何
事
に
も
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
で
成
長
で

き
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
明
確
な
目
標
を
持

ち
、
く
じ
け
ず
に
困
難
に
立
ち
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。

の
未
来
に
向
か
っ
て
日
々
を
大
切
に
し
ま
す
。

れ
分
二
笙

一組

増
田
　
湊
都

こ
の
文
字
は
「
一
意
専
心
」
の
「心
」
で
す
。
「
一
意
専

心
」
と
は
、
他
の
こ
と
に
は
脇
目
も
ふ
ら
ず
、
一
つ
の

こ
と
に
集
中
す
る
と
い
う
意
味
で
す
。強
い
心
を
持

ち
、
一
つ
の
こ
と
に
集
中
し
て
頑
張
り
た
い
で
す
。

二
空
二組

高
梨
　
恋
愛

こ
の
言
葉
に
は
、
「塵
も
積
も
れ
ば
山
と
な
る
」
と

い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。沢
山
の
人
と
関
わ
る
職
業

に
就
く
た
め
に
、
困
難
に
直
面
し
て
も
立
ち
向
か
い
、

コ
ツ
コ
ツ
と
諦
め
ず
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

■
一一二
写
四
組

市
川
　
環
奈

私
は
、
誰
か
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
せ
る
よ
う
な

人
に
な
り
た
い
の
で
、
「想
」
と
い
う
字
を
選
び
ま
し

た
。
ン」
れ
か
ら
、
ど
ん
な
困
難
が
待
ち
受
け
て
い
て

も
、諦
め
ず
に

一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

一耳
五
組

市
川
美
優
香

大
切
に
し
た
い
思
い
は

「挑
戦
」
で
す
。何
事
も
恐

れ
ず
、
古
い
価
値
観
に
捉
わ
れ
な
い
人
に
な
り
た
い

で
す
。ま
た
、
挑
戦
し
た
こ
と
を
取
り
入
れ
て
、
現
在

や
未
来
に
活
か
せ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

説
い
三
笙
八
組

中
川
　
力
賢

僕
は
、
一
度
き
り
の
人
生
を
楽
し
く
過
ご
し
た
い
、

楽
し
く
仕
事
を
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。気
軽
に

入
れ
て
楽
し
い
居
酒
屋
を
創
り
、
た
く
さ
ん
の
人
と

関
わ
り
、笑
顔
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
。

一
軍
七
組

芳
賀
　
愛
梨

私
は
こ
の
言
葉
に

「周
り
に
流
さ
れ
ず
自
分
の
道

を
進
ん
で
い
く
」
と
い
う
想
い
を
込
め
ま
し
た
。自
分

ら
し
く
あ
る
こ
と
が
、
や
り
た
い
こ
と
に
対
す
る
第

一
歩
だ
と
思
う
の
で
何
事
も
そ
う
あ
り
た
い
で
す
。

ヽ寺火
載

満

券

距

轟

一

祭

桜
棒

一獄
李

一
軍
年
副
部
長

渡
部

　

一
童
］

子
ど
も
達
の
成
長
を
実
感
で
き
る
大
変
素

晴
ら
し
い
式
で
し
た
。
自
分
の
夢
や
希
望
を

堂
々
と
発
表
す
る
姿
と
、
心
を

一
つ
に
歌
い

上
げ
る
素
敵
な
合
唱
は
、
式
を
鮮
や
か
に
彩

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
子
ど
も
達
に

ご
指
導
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
会
場
の
素
敵
な
雰
囲
気
を
創

っ
て

く
だ
さ

っ
た
保
護
者
の
皆
様
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
二

学
年
部
を
代
表
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

四
月
か
ら
は
高
畠
中
の
最
高
学
年
と
し
て

一
・
二
年
生
を
リ
ー
ド
し
、
新
た
な
歴
史
を

創

っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

立春 式

【果
道
部
】

０
東
北
中
学
校
栗
遭
大
会

柔
道
男
子

優

勝

　

７３
電
級
梅
津

的
居

第
五
位
　
　
８‐
ｋｇ
級

直
島

暖
磨

●
全
国
中
学
校
柔
遭
大
会

第
三
位

　

７３
蛇
級

梅
津

的
居

【野
球
部
】

●
文
部
科
学
大
臣
杯
第
十
五
回
全
日
本

少
年
春
季
軟
式
野
球
大
会
山
形
県
予
選

大
▲至
壁
″二
十
一
旦
栗
挿
整
基
恥式
野
球

新
人
大
会
山
形
県
予
選
大
会

優
　
勝
（全
国
大
会
出
場
）

第
二
十
八
回
山
形
県

中
学
校
男
子
駅
伝
競
走
大
会

第
二
十
三
回
山
形
県

中
学
校
女
子
駅
伝
競
走
大
会

０
第
三
十
九
回
東
北
中
学
校

男
子
駅
伝
競
走
大
会

（出

場
）

●
第
三
十
三
回
東
北
中
学
校

女
子
駅
伝
競
走
大
会

（出

場
）

（男
女
と
も
三
年
連
続
東
北
大
会
出
場
）

●
第
六
十
七
回

山
形
県
縦
断
駅
伝

競
走
大
会

南
陽

ｏ
東
置
賜
テ
ー
ム

優
　
勝
（十

一
連
覇
）

第
２４
区
　
平
　
龍
将

（区
間
第
二
位
）

第
２６
区
　
市
川

皓
貴

（区
間
第
二
位
）

<

【駅

伝
】

第
四
位 来

光
の
記
録
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人
と
人
と
が
関
わ
り
や
す
く
な

っ
た

今
、
新
た
な
高
中
の
歴
史
を
創

っ
て
い
く

べ
き
だ
と
感
じ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
先
輩

方
の
足
跡
を
た
ど

っ
て
い
く
だ
け
で
は
な

く
、
高
中
生

一
人
ひ
と
り
の
意
識
を
変
え

て
い
け
る
よ
う
な
姿
勢
を
自
分
た
ち
で
考

え
て
行
動
で
示
し
て
い
き
た
い
で
す
。
生

徒
数
が
多
い
と
い
う
特
色
を
活
か
し
た
取

り
組
み
な
ど
を
積
極
的
に
行
い
、
笑
顔
が

飛
び
交
う
活
気
の
あ
る
学
校
を
目
指
し
ま

す
。
決
断
の
連
続
で
多
く
の
壁
に
ぶ
つ
か

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
最
善
の
決
断
が

で
き
る
よ
う
、
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

私
は
、
高
畠
中
を
生
徒
や
先
生
方
全

員
が
快
道
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
学

校
に
し
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

全
校
生
や
先
生
方
の
意
見
を
聞
い
て
、

そ
れ
を
実
現
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
で
私
は
、
意
見
が
言
い
や

す
い
環
境
を
整
え
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫

を
し
よ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
あ
い
さ
つ
が
飛
び
交
い
、
生

徒

一
人
ひ
と
り
が
楽
し
い
と
思
え
る
よ

う
な
明
る
く
活
気
の
あ
る
学
校
を
作

っ

て
い
き
た
い
で
す
。
生
徒
会
の

一
員
と

し
て
、
自
覚
と
責
任
を
持

っ
て
精

一
杯

頑
張
り
ま
す
。

僕
が
目
指
す
高
畠
中
学
校
は
、
あ
い

さ

つ
が
響
き
わ
た
る
明
る
い
学
校

で

す
。
そ
の
た
め
に
僕
は
副
会
長
と
し
て

日
々
の
学
校
生
活
で
、
あ
い
さ
つ
を
自

分
か
ら
率
先
し
て
行
い
ま
す
。
ま
た
、

部
活
面
で
も
勉
強
面
で
も
相
手
を
思
い

や
る
言
葉
を
意
識
的
に
使
う
こ
と
を
心

が
け
、
自
分
の
目
指
す
学
校
に
近
づ
け

た
い
と
思
い
ま
す
。
生
徒
会
長
を
サ
ポ

ー
ト
し
な
が
ら
、
全
校
生
徒
が
楽
し
い
学

校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
。
執
行
部
の
先
輩
方
や
、
生
徒

の
皆
さ
ん
と
よ
り
良
里
局
畠
中
学
校
を
作

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議 長

佐 藤 星 来

僕
は
、
学
校
全
体
を
見
わ
た
せ
る

執
行
部
を

つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
全

校
生
徒
か
ら
意
見
を
吸
い
上
げ
、
執
行

部
で
解
決
で
き
る
よ
う
な
活
動
を
提
案

し
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
先
輩
方

が
残
し
て
く
だ
さ

っ
た
成
果
も
し

っ
か

り
引
き
継
ぎ
た
い
で
す
。

昨
年
度
も
、
僕
は
議
長
と
し
て
、
執

行
部
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
経

験
や
反
省
を
生
か
し
て
、
生
徒
会
総
会

な
ど
の
話
し
合
い
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
行

し
、
た
く
さ
ん
の
意
見
を
尊
重
し
て
い

き
ま
す
。
執
行
部
の

一
員
と
し
て
の
自

覚
を
持

っ
て
頑
張
り
ま
す
。

私
が
執
行
部
と
し
て
一
年
間
頑
張

っ
て

い
き
た
い
こ
と
は
、
コ

人
ひ
と
り
が
輝

け
る
学
校
づ
く
り
」
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が

得
意
と
す
る
分
野
で
活
躍
で
き
る
よ
う
な

活
動
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
議
長
と
し
て
特
に
頑
張
り
た

い
こ
と
は
進
行
で
す
。
例
え
ば
、
み
ん

な
に
聞
こ
え
や
す
い
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
ハ

キ
ハ
キ
と
話
し
た
り
、
意
見
を
整
理
し

な
が
ら
ま
と
め
た
り
す
る
こ
と
で
す
。

自
分
の
仕
事
に
責
任
を
持
ち
、
議
長
と

し
て
全
校
生
徒
を
引

っ
張

っ
て
い
け
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

私
は
、
居
心
地

の
よ
い
学
校
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
自
分

の
力

で
ア
イ

デ

ィ
ア
を
出
し
、
そ
れ
を
実
行
し

つ

つ
、
伝
統

の
あ
る
高
中
を
守

っ
て
い

き
た
い
で
す
。

今
の
高
中
は
、
時
間
を
守
れ
て
い
な

い
人
も
い
る
た
め
、
放
送
等
で
呼
び
か

け
を
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
各
委
員

会
の
取
り
組
み
を
知

っ
て
も
ら
い
、
現

状
を
意
識
さ
せ
、
よ
り
良
い
方
向
に
進

む
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
意
見
を
大
事
に
し
、

事
務
局
長
と
し
て
全
力
を
尽
く
し
て
、

頑
張

っ
て
い
き
た
い
で
す
。

僕
は
生
活
委
員
長
と
し
て
、
あ
い
さ

つ
や
優
し
い
言
葉
で
高
中
全
体
を
明
る

く
安
全
に
生
活
で
き
る
学
校
に
し
て
い

き
た
い
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
い
ま
ま
で
行
っ
て
き
た

「あ
い
さ
つ
運
動
」
の
他
に
も
、

「優
し

い
言
葉
を
使
お
う
週
間
」
な
ど
の
新
し
い

活
動
で
全
校
生
徒
が
明
る
く
安
全
だ
と
思

え
る
学
校
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

全
校
生
徒
が
よ
り
良
く
生
活
で
き
る
よ

う
に
活
動
に
力
を
入
れ
る
と
と
も
に
課
題

に
も
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

後
列
右
か
ら

整
美
委
員
長

遠
藤
璃
姫
奈
全
一年
六
組
）

報
道
委
員
長

吉
田
侑
生
全
一年
二
組
）

生
活
委
員
長

二
宮
朔
太
郎
全
一年

一
組
）

給
食
委
員
長

梅
津
　
匠
全
一年

一
組
）

学
芸
委
員
長

佐
藤
純
真
全
一年
六
組
）

応
援
団
長

板
垣
宙
伸
０
一年
五
組
）

図
書
委
員
長

中
川
悠
平
全
一年
二
組
）

体
育
委
員
長

高
橋
颯
冴
全
一年
五
組
）

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
委
員
長

藤
田
獅
央
全
一年
四
組
）

保
健
委
員
長

外
山
結
士
全
一年
二
組
）

前
列
右
か
ら

事
務
局
員

西
村
秀
斗
全

年
二
組
）

士融
　
長

木
村
空
琉
実
宝
年
六
組
）

議
　
長

佐
藤
星
来
全
一年
四
組
）

副
会
長

鈴
木
さ
く
ら
全
一年
二
組
）

生
徒
会
長

今
井
彪
翔
全
一年
四
組
）

副
会
長

中
川
巧
琉
全

年

一
組
）

事
務
局
長

森
谷
美
愛
全
一年
四
組
）

事
務
局
員

大
塚
莉
々
全
一年
五
組
）

事
務
局
員

森
谷
桜
迦
全
一年
七
組
）
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生徒会長

今 丼 彪 翔

副会長

鈴木さくら

事務局長

森 谷 美 愛
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副会長

中 川 巧 琉

議 長

木村空琉実
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生活委員長

二宮朔太郎
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保健委員長

外 山 結 士

僕
は
、
保
健
委
員
長
と
し
て
全
校
生

が
自
分
の
生
活
を
見
直
す
こ
と
で
健
康

に
つ
い
て
意
識
し
、
改
善
し
よ
う
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
学
校
を
目
指
し
ま
す
。

現
在
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
な
ど
は
ま
だ
収
束
し
て
い
ま

せ
ん
。
そ
れ
ら
の
予
防
の
た
め
に
、
健

康
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
活
動
を
通
し
て
健

康
や
病
気
に
つ
い
て
知
り
、
自
分
の
生

活
に
活
か
せ
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
生
活
リ
ズ
Ａ
ア
ン
ケ
ー

ト
等
で
健
康
に
つ
い
て
の
課
題
に
、
保

健
委
員
会
全
員
で
向
き
合
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
み
ん
な
が
健
康
で
元
気
な
高

中
生
に
な
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

生
荼
侑

委螂
田士

口

私
は
広
報
委
員
長
と
し
て
、
全
校
生

が
高
中
を
誇
り
に
思
う
学
校
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
お
昼
の

放
送
で
高
中
ク
イ
ズ
を
行

っ
て
い
き
ま

す
。
高
中
に
つ
い
て
の
ク
イ
ズ
を
出
す

こ
と
で
、
自
分
の
学
校
に
つ
い
て
、
よ

り
多
く
の
こ
と
を
知
れ
る
と
思
う
か
ら

で
す
。

ま
た
、
執
行
部
と
し
て
、
自
分
の
仕

事
に
責
任
を
持
ち
、
高
中
を
さ
ら
に
良

い
学
校
に
で
き
る
よ
う
、
精

一
杯
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

僕
は
、
図
書
委
員
長
と
し
て
、
「た

く
さ
ん
の
人
が
図
書
室
を
利
用
し
た
く

な
る
学
校
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
読
み
た
い
本
ア
ン
ケ
ー

ト
や
出
張
図
書
室
な
ど

の
活
動
を
行

い
、
副
委
員
長
、
委
員
の
人
と
協
力
し

て
目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
に
頑
張

っ

て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
執
行
部
の

一
員
と
し

て
、
全
校
生
の
お
手
本
と
な
り
、
信
頼

さ
れ
る
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
し
て
頑
張

っ

て
い
き
た
い
で
す
。

僕
の
目
指
す
高
畠
中
の
姿
は
、
授
業

＞

を
集
中
し
て
受
け
て
、
全
員
が
学
力
向

か

上
を
目
指
す
学
校
で
す
。
そ
の
た
め
に

か

学ヽ
芸
委
員
会
で
は
、
授
業
評
価
シ
ー
ト

か

を
活
用
し
、
授
業
中
の
私
語
を
減
ら
し

≫

て
い
く
取
り
組
み
を
考
え
て
い
ま
す
。
　
≫

ま
た
、
授
業
開
始
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
≫

学
芸
委
員
会
で
、
開
始
五
分
前
に
呼
び

≫

か
け
、
五
十
分
間
し
っ
か
り
授
業
に
取
≫

り
組
め
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。　
　
　
≫

僕
は
学
芸
委
員
長
と
し
て
、
全
校
生
の

ガ

前
に
立

っ
て
も
恥
ず
か
し
く
な
い
よ
う

≫

に
、
テ
キ
パ
キ
行
動
し
み
ん
な
を
引
っ
張
≫

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
先
輩
方
が

＞

築
き
上
げ
て
き
た
学
校
を
よ
り
良
い
も
の

＞

に
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。　
　
　
　
か

僕
は
給
食
委
員
長
と
し
て
安
心

・
安

全
で
残
飯
が
な
く
、
楽
し
み
に
な
る
よ

う
な
給
食
に
で
き
る
学
校
を
目
指
し
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
フ

ァ
ッ
シ

ョ
ン

Ｃ
Ｕ
Ｐ
や
完
食

マ
ッ
チ
を
通
し
て
安
心

で
、
環
境
に
優
し
い
給
食
に
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
今
年
か
ら
味
わ
お
う
週

間
と
い
う
も
の
を
始
め
、
時
間
を
し

っ

か
り
確
保
し
、
時
間
を
気
に
せ
ず
ゆ

っ

く
り
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
学
校
に
し

て
い
き
ま
す
。
全
校
生
か
ら
の
意
見
を

求
め
、
各
ク
ラ
ス
の
意
見
を
委
員
が
持

ち
帰
り
、
次
の
活
動

へ
繋
げ
て
い
く
委

員
会
に
し
た
い
で
す
。
給
食
委
員
長
と

し
て
楽
し
い
給
食
を
実
現
で
き
る
よ
う

に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

私
は
整
美
委
員
長
と
し
て
の
活
動
を

通
し
て
、
全
校
生
が
学
校
生
活
を
気
持

ち
よ
く
遇
ご
せ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
大

型
連
休
後
の
徹
底
的
な
清
掃
や
清
掃
大

会
な
ど
の
重
点
活
動
に
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
し

く
清
掃
に
対
す
る
意
識
を
高
め
ら
れ
る

よ
う
な
活
動
も
し
て
い
き
た
い
で
す
。

来
校
す
る
お
客
様
や
保
護
者
の
方
に
も

き
れ
い
だ
な
と
思

っ
て
も
ら
え
る
校

舎
を
つ
く
れ
る
よ
う
に
私
自
身
、
清
掃

に
対
す
る
意
識
を
人

一
倍
高
め
て
い
き

ま
す
。
そ
し
て
、
普
段
の
清
掃
か
ら
校

合
が
よ
り
き
れ
い
に
な
る
よ
う
に
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
頑
張
り
ま
す
。

僕
は
体
育
委
員
長
と
し
て
、
全
校
生

が
日
常
的
に
楽
し
ん
で
ス
ポ
ー
ツ
を
す

る
高
畠
中
を
目
指
し
ま
す
。
そ
の
た
め

に
ア
ン
ケ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
実
施

し
、
ク
ラ
ス
み
ん
な
で
団
結
し
て
ス
ポ

ー
ツ
に
取
り
組
み
、
運
動
を
楽
し
む
き

っ
か
け
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
さ
ら

に
部
活
荷
物
チ

ェ
ッ
ク
を
行
い
、
整
理

整
頓
が
身
に
つ
く
よ
う
に
し
て
い
き
ま

す
。
整
理
整
頓
は
強
い
チ
ー
ム
の
基
本

な
の
で
頑
張

っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

僕
自
身
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
た
め
に
、

昼
休
み
に
友
達
を
誘
う
な
ど
し
て

一
人

で
も
多
く
の
人
に
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ

を
知

っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

応援団長

板 垣 宙 伸

全
校
生
を
応
援
す
る
こ
と
を
通
し
て
僕

が
目
指
す
高
畠
中
学
校
は
、
元
気
で
明
る

く
ま
と
ま
り
の
あ
る
学
校
で
す
。
そ
の
た

め
に
、
僕
が
応
援
団
長
と
し
て
頑
張
っ
て

い
く
こ
と
は
、
大
会
や
入
試
の
激
励
応
援

で
、
全
校
生
を
勇
気
づ
け
、
活
気
づ
け
る

こ
と
で
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い

て
き
た
の
で
、
コ
ロ
ナ
前
と
同
様
に
校
歌

を
歌

っ
て
応
援
す
る
壮
行
式
を
今
年
は
行

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
あ
い
さ
つ
運
動
を
通

し
て
、
学
校
を
明
る
く
元
気
に
で
き
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

今
年
度
は
生
徒
会

ス
ロ
ー
ガ

ン
に

「維
新
」
を
掲
げ
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を

取
り
入
れ
な
が
ら
よ
り
良
い
生
徒
会
を

目
指
し
て
活
動
し
ま
し
た
。

合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
生
徒

の
投

票

で
決
め
る
生
徒
会
賞
を
創
設
し
ま

し
た
。
ま
た
、
体
育
祭

で
は
よ
り
多
く

の
人
に
運
営
に
携
わ

っ
て
も
ら

っ
て
、

声
出
し
応
援

の
解
禁
や
新
競
技
も
行

い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、皆
が

楽
し
め
る
よ
う
な
生
徒
会
を
皆
で
作
れ

た
と
思
い
ま
す
。来
年
度
は
、今
年
度
の

生
徒
会
を
超
え
て
、
よ
り
良
い
生
徒
会

を
作

っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
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図書委員長

中 川 悠 平

給食委員長

梅津  匠

体育委員長

高 橋 颯 冴

学芸委員長

佐 藤 純 真

整美委員長

遠藤璃姫奈

ボランティア委員長

藤 田 獅 央
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僕
が
目
指
す
高
畠
中
は
、
全
校
生
徒

が
思
い
や
り
の
心
を
持
ち
、
毎
日
が
楽

し
い
と
思
え
る
よ
う
な
学
校
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
思
い
や
り
に
つ
な
が
る
よ

う
な
活
動
を
積
極
的
に
し
て
も
ら
う
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
委
員
会
思
い
や
り

ア
ッ
プ
週
間
を
行
い
、
全
校
生
に
意
識

づ
け
ま
す
。　
一
人
で
考
え
活
動
す
る
の

で
は
な
く
、
委
員
会
全
員
で
考
え
活
動

し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
執
行
部

の

一
員
と
し
て
、
日
常
生
活
か
ら
自
覚

を
持
ち
、
よ
り
良
い
高
畠
中
を
作

っ
て

い
け
る
よ
う
に
頑
張

っ
て
い
き
ま
す
。
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小 林 恒 平 :
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ざ の員 て いが じ
い 皆

｀
ご まあ て

一
学
年
部
長

飯
島
　
史
生

四
年
続
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
も
、
昨
年
五
月
か
ら
五
類
に

位
置
付
け
ら
れ
様
々
な
制
限
か
ら

解
放
さ
れ
ま
し
た
。
学
年
行
事
も

親
子
レ
グ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う

形
で
半
日
親
子
で
ゲ
ー
ム
を
行
い

ま
し
た
。
総
勢
約
二
百
八
十
人
で

の
ゲ
ー
ム
は
子
ど
も
達
の
良
い
思

い
出
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
夕
方
か
ら
の
懇
親
会
で

も
多
く
の
方
に
参
加
し
て
頂
き
、

と
て
も
有
意
義
な

一
日
を
過
ご
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通

二
学
年
部
長
　
小
黒
　
耕
作

感
染
症
の
落
ち
着
き
を
受
け
行

事
等

の
規
制
も
緩
和
し
て
い
く

中
、
二
学
年
で
は
今
年
度
二
つ
の

渚
動
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し

た
。　
一
つ
目
は
、
来
た
る
高
校
再

編
を
鑑
み
た
高
校
説
明
会
で
す
。

も
ち
ろ
ん
進
路
が
決
ま

っ
て
い
な

い
時
期

で
す
が
、
生
徒
た
ち
は
、

お
越
し
い
た
だ
い
た
先
生
方
の
話

に
耳
を
傾
け
、
質
問
等
を
し
な
が

ら
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
二
つ
目
は
立
春

式
で
す
。
今
年
は
多
く
の
保
護
者

の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
準
備
期
間
が
少
な
い
中
で
、

運
営
委
員
と
先
生
方
を
中
心
に
企

画
運
営
さ
れ
、
子
ど
も
達
の
決
意

表
明
、
学
年
合
唱
が
と
り
行
わ
れ
、

大
成
功
に
終
わ
り
ま
し
た
。
最
後

に
適
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

様
に
は
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

三
学
年
部
長
　
高
橋
　
歩
美

◆
年
度
、
三
学
年
行
事
と
し
て

「高
校
説
明
会
」
を
実
施
い
た
し

、ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
保
護
者
の

み
な
さ
ん
に
も
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
親
子
で
進
路
を
決
め
る
際
に

参
考
に
し
て
い
た
だ
け
た
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の

一
年
、
保
護
者
の
み
な
さ

ま
、
役
員
の
方
々
、
教
職
員
の
先

生
方
の
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
、
行

事
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。　
一
年
間

ご
理
解
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

文
化
広
報
部
長
　
大
浦
エ
リ
カ

今
年
度
は
、
過
去
四
年
続
く
コ

ロ
ナ
禍
か
ら
、
行
事
も
ほ
ば
通
常

通
り
に
行
わ
れ
た
事
が
、
私
達
広

報
部
に
と

つ
て
は
大
変
あ
り
が
た

い
こ
と
で
し
た
。
マ
ス
タ
を
付
け

た
写
真
も
ほ
ん
の

一
部
に
な
り
、

子
ど
も
達
の
素
敵
な
笑
顔
の
写
真

を
多
く
掲
載
で
き
た
の
で
、
広
報

誌
を
作
る
時
も
楽
し
く
取
り
組
む

事
が
で
き
ま
し
た
。

写
真
を
選
び
な
が
ら
、
マ
ス
ワ

姿
し
か
見
て
い
な
い
間
に
大
き
く

な

っ
た
子
ど
も
達
に

「え
―
＝
止

と
驚
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
知

っ

て
い
る
子
な
の
に
格
好
よ
く
な

っ

て
い
た
り
、
綺
一麗
に
な

っ
て
い
た

り
、
見
て
も
分
か
ら
な
か

っ
た
事

が
印
象
的
で
し
た
。

広
報
誌

三
回
の
発
行
に
あ
た

り
、
原
稿
を
書
い
て
下
さ
っ
た
方
、

写
真
を
用
意
し
て
下
さ

っ
た
先
生

方
、
編
集
に
携
わ

っ
て
下
さ

っ
た

皆
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

育
成
研
修
部
長
　
加
藤
　
公
亮

今
年
度
育
成
研
修
部
で
は
、
春

の

「マ
ス
タ
着
用
に
つ
い
て
考
え

よ
う
」
の
全
校
ア
ン
ケ
ー
ト
、
夏

休
み
明
け
の

「あ
い
さ
つ
運
動
」
、

秋
は
元
山
形
県
警
察
官
で
あ
る
俳

優
の
田
中
杏
樹
さ
ん
に
よ
る
教
育

講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。
会
議
、

準
備
の
段
階
か
ら
先
生
方
を
は
じ

め
、
多
く
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
頂
き
、
無
事
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

全
校
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
コ
ロ

ナ
に
よ

っ
て
与
え
ら
れ
た
心
へ
の

影
響
と
変
化
に
気
づ
き
、
あ
い
さ

つ
運
動
で
は
子
ど
も
達
か
ら
逆
に

元
気
を
も
ら
い
、
教
育
講
演
会
後

の
活
発
な
質
問
や
感
想
を
頂
き
、

楽
し
く
有
意
義
な
時
間
を
共
有
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
活
動
を
通
し

て
感
じ
た
高
畠
中
学
校
の
素
晴
ら

し
い
未
来
を
思
い
描
け
た
こ
と
は

私
の
財
産
で
す
。
感
謝
！

環
境
保
体
部
長

青
木
　
健
吾

皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

無
事
に
計
画
通
り
の
渚
動
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
変
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

環
境
保
体
部
で
は
、
例
年
通
り
、

立
哨
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
今

年
度
に
つ
い
て
は
、
下
校
時
に
も

実
施
し
、
充
実
し
た

一
日
を
過
ご

し
た
生
徒
た
ち
が
家
路
に
つ
く
様

子
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

登
校
時
の
様
子
で
は
、
こ
ち
ら
よ

り
先
に
、
元
気
に
挨
拶
を
し
て
く

れ
る
生
徒
た
ち
が
多
く
、
早
朝

か
ら
清
々
し
い
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。

「親
子
ｄ

ｅ
ク
ツ
キ

ン
グ
」
で

は
、
多
く
の
感
想
を
い
た
だ
き
、

家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

き
っ
か
け
や
思
い
出
に
な
っ
た
か

と
思
い
ま
す
。　
一
年
間
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
ｏ

一・・

今
年
度
最
後
の
会
報
を
お
届

け
し
ま
す
。
広
報
部
長
や

一
年

生
の
役
員
の
方
々
、
先
生
方
の

ご
協
力
に
よ
り
無
事
発
行
す
る

こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
新
年
度

も
充
実
し
た
紙
面
を
お
届
け
で

き
る
よ
う
に
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
今
後
と
も
皆
様
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

一
年
間
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
浦
エ
リ
カ

安
房
　
善
彰

日生
　
　
由
香

大
場
　
仁

一

狩
野
久
美
子

草
名
木
幸
徳

中
川
　
順
子

小
玉
　
文
子

星
　
孝

一
郎

山
田
　
大
輔

安
孫
子
直
美

高
橋
喜
栄
子

吉
田
　
千
夏

PTA活動を

振bl返って
Parent‐ Teacher Asscciation


